
Ⅰ はじめに

ソール・ベロー（SaulBellow）の晩年の作品で

あるTheActual（1997）は，主人公ハリー・トゥ

レルマン（HarryTrellman）の高校時代の恋愛の

復活の暗示までを綴った物語である。ベローの代表

的作品のひとつである HendersontheRainKing

（1959）の主人公ユージーン・ヘンダーソン（Eugene

Henderson）もハリー同様，中年のインテリ男性で

ある。両者とも一般的な基準に照らせば，成功を収

めている人物であるにもかかわらず，絶えず満たさ

れない思いを抱き，苦悩している。しかしながら，

両者のこの苦悩との付き合い方は対照的である。ヘ

ンダーソンは，自らが抱える問題に対し，人目をは

ばからず大声で泣き叫び，果てはアフリカまで飛び

出してしまうほど行動的である。一方ハリーは，ヘ

ンダーソンと比較すると実に静かである。そのため

我々読者は，ハリーの豊かな表情を見ることはない。

ハリーは，冷静沈着で自分の気持ちを表に出すこと

を好まないため，読者はただのっぺらぼうのハリー

の顔しか思い浮かべることはできないのである。ハ

リーは，煩わしい人間関係を断ち切ることで，人間

関係から生じる複雑な問題に振り回されることがな

いかわりに，人とのつながりの希薄さのなかでひっ

そりと生きている。もっともこの希薄さについてい

えば，彼個人による責任だけではないだろう。語り

手が「シカゴのような土地での最大の脅威は空虚さ

だ――人との間の溝や断絶，漂白剤のような匂いの

するある種の精神的なオゾンだ」（TA4）と述べて

いるように，もはや社会全体が主人公がそのように

対処せざるを得ないような状況になっているのであ

る。ハリーは，自分の心を閉ざし，ただ記憶，ある

いは想像のなかでのみ，自分の本当の気持ちをさら

け出すという方法で，この社会から身を守り，かろ

うじて人とのつながりのようなものを保ってきたの

である。そこには相変わらずヘンダーソンを含むソー

ル・ベロー作品の他の主人公同様，本来いるべき場

所，言い換えるならば本作品タイトルである｢アク

チュアル｣と呼ぶべきものから逃げ出し，再び自ら

回避していた「アクチュアル」と呼ぶべきものに戻

るべく，その方法を模索している主人公の姿がある。

本稿では，作品のなかの記憶，過去，真正さ，あ

るいはその意味についてジャン･ボードリヤール

（JeanBaudrillard）の概念の枠組みを使って探る

とともに，主人公にとっての「アクチュアル」と呼

ぶべきもの，たとえば「本物の」自己，「本物の」

恋人，「本物の」恋愛，「本物の」人生，「本物の」

社会の発見の可能性について考察したいと思う。

Ⅱ 記憶

ハリーは， 高校時代の恋人であったエイミ

（AmyWustrin）と自身の記憶の中で，あるいは想

像の中でいつでも「高校時代のエイミ」と向き合う

ことができると語っている。ハリーの言葉通り読者

は，物語を読み進めるとすぐに，彼の記憶のなかの

エイミの詳細な描かれ方から彼のすぐれた記憶力に

気がつくだろう。ハリーがお金持ちの老人シグマン

ド･アドレツキ（SigmundAdletsky）の目にとまっ

たのもアドレツキが｢明らかに第一級の観察者｣

（TA16）と呼んだ彼の観察力と状況を正確に記憶

していたその記憶力のおかげである。このようなベ

ローの記憶や過去へのこだわりは，他の作品にも見

られる。『ベラローザ・コネクション』（TheBellarosa
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Connection,1989）では，記憶のプロである語り手

が登場している。語り手は，物語の終わりで次のよ

うに語っている。

SupposeIweretotalktohimabout

therootsofmemoryinfeeling―aboutthe

themesthatcollectandholdthememory;

ifIweretotellhimwhatretentionofthe

pastreallymeans.Thingslike:・Ifsleepis

forgetting,forgettingisalsosleep,and

sleepistoconsciousnesswhatdeathisto

life.SothattheJewsaskevenGodtore-

member,・YiskorElohim.・・（BC89）

上記を踏まえれば，記憶とは生きることそのものと

いえるだろう。「記憶こそが人生だ」（・Memoryis

life.・BC5）という語り手の言葉にもベローの気持

ちがはっきりと表されている。またベローは，自分

自身の記憶力についてのインタビュアーの質問に対

して次のように答えてもいる。

Ididn・teventhinkofitasmemory.Iwas

alwayshadanopenchanneltothepast.It

wasaccessiblefrom thefirst.Itwaslike

turningaroundandgoingbackwarddown

thestreet.

（GloriaL.CroninandBenSiegel257）

ベローにとって過去の記憶というものは，はるかか

なたにあるものではなく，後ろを振り返ればすぐ手

に届くような身近な存在であることがわかる。ベロー

にしてみれば，過去は現在と切り離された断片では

なく，時間軸上において現在としっかりとつながり

をもったものとして存在しているといえる。

ベローの引用を挙げるまでもなく記憶が生，つま

り現在と結びついていることは記憶のメカニズムを

考慮すればおのずと分かる。例えば，港は記憶につ

いて次のように述べている。

人間の記憶は個々の事柄の痕跡が保存されて

できているのではなく，現在との関係におい

てつねに生成しているものである。それは一

度入力されれば消えないような静的イメージ

ではなく，環境との物理的な関わりにおいて

ダイナミックに変化してゆくものである。

（港 168）

港が指摘しているように記憶とは，写真のようにあ

る瞬間をはさみで切り取ってそのまま保存するよう

な類のものではない。記憶している人と記憶内容と

の関係，現在との関係，現在の置かれている状況，

あるいは感情に左右され，いかようにも創造されう

るということである。例えばある過去の事件の記憶

についていえば，記憶している人とその事件との関

わり方やその人の現在の状況によって，同じ事件に

ついての記憶がそれぞれ全く異なったり，微妙にず

れていたりすることはよくあることであろう。して

みれば，記憶はもはや記憶者のイメージにすぎない

のかもしれない。

ハリーの場合について考えると，エイミに関する

記憶や彼の記憶に基づく描写は，非常にリアルに描

かれているにもかかわらず，彼がエイミに偶然出会っ

たときハリーは，「心の中でほとんど毎日のように

会っている女性だとはわからなかった」（TA20）

と告白している。また「この私が会ってもわからな

いようなら，彼女はもはや別人だということになる」

（TA21）というハリーの言葉や「私は彼女のイメー

ジを15の頃のままに保っていた」（TA22）という

言葉には，「実際のエイミ」と彼の思い描く「イメー

ジのエイミ」には明らかな差があることをハリー自

身認めていることが表れている。そしてハリーは，

エイミについて次のように述べている。

Halfacenturyoffeelingisinvestedinher,

offantasy,speculation,andabsorption,of

imaginaryconversation.Afterfortyyears

ofconcentratedimagining,Ifeelableto

pictureheratanymomentofanygiven

day.（TA20）

上記の引用からもハリーが自分の記憶を基に描いて

いたエイミは，もはや彼のイメージに過ぎないこと

は明らかである。エイミがハンドバッグから鍵を出

すときに立ち上るであろうダブルミント・ガムの香

りやシャワーを浴びるときの彼女の顔の角度も彼が

作り上げたイメージである。ハリーは，「架空の会

話」まで成立させるほどエイミのイメージを作り込

んでいる。さらに物語の語り手でもあるハリーは，
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明らかにエイミをその目で観察しているがごとく描

写しつづけ，我々読者もハリーから語られるエイミ

が本当にそのようなしぐさで，あるいは表情でそこ

に存在しているような錯覚に陥っている。それはも

はや記憶の領域を超えているといえるだろう。

『シミュラークルとシミュレーション』において，

ボードリヤールは現実とイメージの関係を四つに分

類している。一つ目は現実の忠実な反映としてのイ

メージ，二つ目は現実を歪めるイメージ，三つ目は

現実の不在を隠すイメージ，四つ目はいかなる現実

とも無関係なイメージである（8）。ボードリヤール

は，最後のイメージについて「イメージはそれ自身

純粋なシミュラークル」（『シミュラークルとシミュ

レーション』8）であると述べている。シミュラー

クルとは，「決して実在と交換せず，自己と交換す

るしかない，しかも，どこにも照合するものも，周

辺もないエンドレス回路の中で」（『シミュラーク

ルとシミュレーション』8）。この状況は，映画マト

リックス（TheMatrix,1999）で描かれる世界を

我々に思い起こさせる。現実だと思っていた，ある

いは思い込んでいた世界が実際は仮想現実であった

という恐怖である。ボードリヤールのイメージにつ

いての分類を踏まえると，前述のハリーの現実とイ

メージの関係は，単純に「現実の不在を隠すイメー

ジ」ということもできるだろう。しかしながらハリー

が「実際の」エイミに出会っていながら，彼女が分

からないということになれば，ハリーによって語ら

れるさまざまなエイミのイメージは，「現実とは無

関係なイメージ」になっているとはいえないだろう

か。つまりボードリヤールがいうところの「客観的

現実を必要としないシミュラークル」である。ハリー

は，偶然出くわしたエイミに気づかなかったことに

ついて，「エイミは現実の世界にいて，私はそこに

いなかったのだ」（TA21）と語っているように，

ハリーの生きている世界は現実の世界ではなく，彼

がひっそりと逃げ出してしまった現実の世界と同じ

くらいリアルな世界なのである。それはちょうどボー

ドリヤールのいうアメリカ合衆国そのものと似てい

るのかもしれない。

アメリカは夢でもなく，現実でもない。それ

はハイパーリアリティである。現実化したも

のとして最初から体験されてきたユートピア

であるがゆえに，アメリカはハイパーリアリ

ティなのだ。（『アメリカ』47）

実体などはなく，いかなる現実とも無関係なイメー

ジだけを消費しているような社会においては，完了

形としてかつて確かに存在したもの，つまり古いも

の，過去のものが「古い物の神話」（『物の体系』92）

として必要とされる。古いものは，「起源へのノス

タルジー」（『物の体系』92）である。現在というな

かで回帰的に消費するためにハリーやエイミは，自

分たちが置かれている世界において「起源の神話」

（『物の体系』92）としての古いものに携わることが

可能である仕事に就くことで，この社会でなんとか

バランスを保とうとしている。あるいはこのハイパー

リアルな世界に埋もれてしまわないようにしている

のではないだろうか。例えばハリーは，古美術商と

してかつて確かに存在していたものとつながる仕事

をしているし，エイミは，インテリアコーディネー

ターとしてやはり完了形で存在しているアンティー

ク品の目利きをしている。

ボードリヤールによると「古いものが応じている

要求は，決定的な存在，完成された存在を求める要

求である。神話的なものが持っている時制は完了形

である。それはかつて起こったように現在生じてい

ることであり，またそのことによって，それ自体の

上に《真正な》ものとして基礎付けられている」

（『物の体系』91）。つまり古いものは「真正さ」と

結びついているのということである。

Ⅲ 真正さ

ハリーがエイミとの恋愛の復活の橋渡し役を担う

アドレツキや，ハリーがアドレツキと出会うきっか

けとなったパーティの主催者であるフランシス・ジェ

リコー（FrancesJellicoe）がある種の「真正さ」

を持っているように見えるのは，先述したボードリ

ヤールの言葉に従えば，彼らが「起源の神話」に応

じる過去の実績や過去とのつながりが誰の目にも明

らかなためである。アドレツキは，メキシコのカリ

ブ海沿岸に比類ない豪華な大ホテルを築き，チャー

ルズ王子やドナルド・トランプ（DonaldTrump）

同様どこにでも通用する名前を持っている。ジェリ

コーは，名門一家の出身で，ヒエロニムス・ボス

（HieronymusuBosch），ボッティチェリ（Botticelli），

ゴヤ（Goya），ピカソ（Picasso）といった錚々たる
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芸術家の作品を保有している。ボードリヤールは，

「或る物が著名な有力者の所属であったという事実

が，その物に価値を与える」（『物の体系』93）と指

摘している。してみれば，アドレツキの名前やジェ

リコーが所有している芸術品の価値，言い換えるな

らばそれらが持つ真正さが,その所有者にも同じよ

うに真正さを与えることを可能にしているというこ

とになるだろう。そしてその真正さは，ハリーが陥っ

ている世界で他者との差異を生み出しているように

思われる。

そもそもハリーにとっては，アドレツキ自身が

「起源の神話」のメタファーになっているのではな

いだろうか。物語の中でハリーの母親については時々

語られているが，父親については一介の大工だった

こと以外はとくに語られてはおらず，両親の都合で

孤児院へ入れられたハリーにとって両親とのつなが

りは希薄であるといわざるを得ない。さらに東洋人

風の顔立ちも両親とのつながりを断ち切ってしまう

要素のひとつとなっているように思われる。先述し

たハイパーリアルな世界での古いものへのフェティ

シズムと真正さの関係は，起源の神話性に由来する

が，ボードリヤールによれば「創造の跡の探求は，
・・・

系統と父親的な優秀性の探求でもある。真正性は常

に父に由来している」（『物の体系』93）。まさに

「父は価値の源泉」（『物の体系』93）なのである。

アドレツキは先に示したように大富豪であり，

「無限の適応力で様々な分野をまたにかけて上へ上

へとのし上がってきた」（TA17）文字通り民主主

義と資本主義から成るアメリカ合衆国という父の申

し子と呼べる人物である。もっともアドレツキはユ

ダヤ人であるのだが，ユダヤ人のハリーにしてみれ

ばユダヤ人であるアドレツキがまさに彼の求める父

親像と重なるはずである。ハリーは無意識のうちに

アメリカという国の創造の父を求め，その姿をアド

レツキに重ね合わせていたと思われる。だからこそ

アメリカという国の子孫であるアドレツキが直々に

ハリーに扉を開いてくれたことを受け入れて，下記

の引用に示されるように彼の真意に疑いを持ちつつ

も彼の懐へ思い切って飛び込んでみようとしていた

のではないだろうか。

Youdon・tdiscusstheoutlinesofyour

emotionallifewithoneoftherichestmen

intheworld― notevenifhewantstodo

yousomegood.Maybehesawthatmy

mysterywas,atbottom,nothingbutmis-

ery.（TA86）

少なくともハリーは，アドレツキに自分の本心を見

透かされていることに気づきつつも彼とのつきあい

をやめることはしなかった。また見透かされている

であろうと考えることで自分自身と向き合うことが

できている。そのきっかけをアドレツキに与えられ

たのは間違いない。しかもアドレツキにはハリー同

様「観察者の素質」（TA,81），つまり本物を見抜

く力が備わっているのであり，その力が確かである

ことをハリーも認めている。ここにもアドレツキの

もつ真正さが暗示されている。そしてアドレツキは，

ハリーに真正さを見抜く力があることを何度となく

ほのめかしている。アドレツキはボードー･ハイジ

ンガー（BodoHeisinger）の家具つきの屋敷の購入

に際し，ハリーにアンティーク家具の目利きを依頼

する。そしてアドレツキはハリーに「なに，あれが

偽物だったら，きっときみなら見抜けるさ。ちがう

かね」（TA 83）と言ったり，「私はきみならボー

ドーの贋物を見抜けると思う」（TA84）と語った

りして，ハリーが持つ真正さを見抜く力を再認識す

るよう導いている。つまり，アドレツキという「起

源の神話」のメタファーを介して，真正性に由来す

るアドレツキを通じて，ハリーは真正さ，そして自

らの真正さについて問い直すことになる。

Ⅳ まとめ―真正さのなかで生きる

ハリーが真正さのなかで生きることを拒み，周り

の人々のみならず自らに対しても真正な態度で向き

合うことを避けてきたのはどうしてだろうか。それ

は冒頭に記したとおり，現代社会の空虚さ――人と

の間の溝や断絶という脅威から身を守るためであっ

た。一旦この脅威に飲み込まれると彼が軽蔑するひ

とたちのような状態になる恐れがあったからである。

Thesewereallcommonplaceper-

sons.Iwouldneverhaveletthem think

so,butit・stimetoadmitthatIlooked

down on them.They werelacking in

highermotives.Theywererun-of-the-mill

productsofourmassdemocracy,withno
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distinctivecontributiontomaketothe

historyofthespecies,satisfiedtopileup

money orseducewomen,to copulate,

thriveinthesackasthedegeneratechil-

drenofEros,malebutnotmanly,andliv-

ing,the men and women alike,on

threadbareideas,withoutbeauty,without

virtue,withouttheslightestindependence

ofspirit―privilegedinthewayofmoney

andgoods,thebeneficiariesofman・scon-

questofnatureastheEnlightenmentfore-

sawitandofthehigh-techachievements

thathavetransformedthematerialworld.

（TA47）

ハリーはこれらの人物たちを見下し，自らもそうな

らないために自らの真正さを押し殺してきた。しか

しその一方で彼はこれらの人物たちに備わっている

かもしれないある力の可能性を認めていたように思

われる。つまりマッジ･ハイジンガー（Madge

Heisinger）やエイミの元夫であり，ハリーの親友

であった今は亡きジェイ・ワストリン（Jay

Wustrin）らの軽蔑すべき振る舞いのなかに見られ

る彼らの正直さであり，真正さである。少年時代に

ハリーとジェイが一緒に映画を見たときには，ジェ

イに冷たいやつだと言われて，「いろんな感情をこ

れでもかと押し付けられるのはごめんだな」（TA

107）とハリーは返答している。またハリーはエイ

ミに「不正直であることに私はなんの苦労もしなかっ

た。生き延びていくには，みんなをだまさなきゃな

らないって気がしてたんだ」（TA78）と告白して

いる。ジェイがあけっぴろげな男であったのに対し，

ハリーは「秘密主義で，冷淡で，隣人を騙すことぐ

らい平気だった」（TA81）と述べているように，

秘密主義で自分の気持ちをかたくなに隠して生きて

きた。それはもちろん他人に対してだけではなく，

自分自身に対しても同じように振舞われた。

今は亡きジェイがかつて仕組んだ悪ふざけのおか

げとアドレツキが段取りをしたジェイの棺の改葬の

手伝いという口実が整い，ハリーは長年にわたって

彼の記憶の中で構築し続けたエイミと，もしかする

とそれとは全く別人のエイミと対峙することになる。

それは同時にそのイメージを作り出した張本人であ

る彼自身との対峙でもあったはずである。アドレツ

キが手配してくれたリムジンの中で，ハリーはイメー

ジとしてのエイミ像をしだいに変えていくことにな

る。エイミの外見について改めて見直し，長年なじ

んだ見方を修正し，「彼女が私にどういう影響力を

持っているのか，だんだんとわかってきた。他の女

たちは幻影だった。彼女は，彼女だけは，決して幻
・・ ・

ではなかった」（傍点筆者，TA94）と感じ始めて

いるのだった。

これまでハリーを支えてきたエイミのイメージは，

はじめのうちは，既述したボードリヤールの分類に

従えば「ひとつの奥深い現実の反映」（『シミュラー

クルとシミュレーション』8）だったはずである。

しかし，彼の作り出すエイミのイメージは徐々に変

化し，エスカレートしていく。そして，「本物の」

エイミに出会っても彼女とは分からないにもかかわ

らず，様々な彼女の表情を，そして彼女との会話を

次々にイメージできる「いかなる現実とも無関係」

（『シミュラークルとシミュレーション』8）な第4

段階に移行していく。この段階においてイメージは，

「偽物と本物を区別することもない。すでに死に絶

え，前もって蘇っている」（『シミュラークルとシミュ

レーション』9）のである。してみれば，ごく最近

までのハリーにとっては，「本物の」エイミはそも

そも存在していなかったということになるだろう。

ハリーは，この第4段階のイメージ，ボードリヤー

ルの言葉を借りるならば,「シミュラークル」の罠

から抜け出すために，自ら行動を起こし始める。

改葬の最中にハリーは，ジェイやマッジについて

たわいもないと思われる話題をエイミと話しながら，

今まさにそこに存在している自分自身とエイミが

「不完全で欠陥はあるにしろ，さしあたり生者」

（TA110）であることに気づき，「自分の番が来る

前になにかしらやるつもりなら，ぽつぽつ行動を起

こしたほうがよさそうだ」（TA110）と悟るのだっ

た。「永遠の命などというものはあらゆる人間的な
・・・・

行動を無価値にする」（傍点筆者，TA114）という

ハリーの言葉にも，「すでに死に絶え，蘇っている」

シミュラークルとの決別の思いが表れている。

死が間近に迫りつつあるアドレツキの存在と，も

うすでに眠りについてしまったジェイの死の両方が

ハリーを行動に駆り立てている。そして自らに正直

に，まさに真正さのなかで奔放に生きてきた，ある

いは生きているジェイやマッジがハリーを行動に駆

り立てている。埋葬のプロセスは，「すでに死に絶
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え，前もって蘇っている」シミュラークルとは逆で

ある。実際ハリーは，改葬の現場において「ここは

自分を見直すにはたいていのところより具合がいい，

その気があればね」（TA93）と語り，エイミに次

のように自分の気持ちを吐露する。

・Yes,butIhadmorefeelingfor

youthanyourealize.WhatIfeltwasvery

simple.Yougavemerelieffrom double-

entrymentalbookkeeping.・（TA94）

「心の複式簿記」（double-entrymentalbook-

keeping）という表現にハリーが長年携わってきた，

言い換えるならば囚われてきた交換価値の概念が表

れているように感じられる。それはまるで人間の気

持ちまでも市場で流通する商品のように交換可能な

価値があり，決算可能であるかのように扱われてい

る。マイナスになることは当然許されないのであり，

ハリーも一年の決算時にマイナスになることをひど

く恐れていたのではないだろうか。そのため自分の

気持ちに正直に生きること，真正さのなかで生きる

ことを拒んできたのであり，ハリーにはシミュラー

クルが必要だったのである。エイミは，交換不能な

価値ある存在であり，それはシミュラークルで代用

できるものではないのである。

ここで冒頭においてハリーは次のように述べてい

たことを思い出しておきたい。

InBostonorinBaltimoreIwouldstill

havethought,dailyandregularly,ofthe

samewoman― ofwhatImighthavesaid

toher,ofwhatshemighthaveanswered.

（emphasisadded,TA4）

彼が向き合っていたエイミは，彼のイメージにすぎ

なかった。「私が言ったかもしれないこと」，そして

「彼女が答えたかもしれないこと」は仮定，想像に

すぎない。そこにはすでに「本物の」エイミは存在

していないことがはっきりと述べられていたのであ

る。彼が幻のエイミと対峙しているあいだに，本来

彼が生きるべき現在，あるいはリアリティは彼の手

の中に握られた砂のように，彼の指のすきまからど

んどんこぼれ落ちてしまっていたのである。Jandt

は未来志向のアメリカ人は，未来のために現在を生

きており，それでは今を生きることにはならないと

述べている。同じように過去の記憶を元にイメージ

を作り上げ，さらに「いかなる現実とも無関係」な

イメージの世界のなかで生きることは，今を生きて

いないということになるだろう。これらは両方とも

「アクチュアル」と呼ぶべきものを見過ごしている

可能性があるからだ。

そしてハリーは，「本物の」エイミに自分の心情

を吐露する。

・Afterfortyyearsofthinkingit

over,thebestdescriptionIcouldcomeup

withwas・anactualaffinity.・・… ・Other

womenmightremindmeofyou,butthere

wasonlyoneactualAmy.・（emphasis

added,TA113）

ここで初めてハリーは，「本物の好みの相手」が
・・・

「本物のエイミ」であることを確信している。この
・・・

言葉を発した後のハリーと「本物の」エイミとの会

話は非常にぎこちないものだった。しかし「自分を

さらけ出して座っていた。本音は一切出さないよう

に修練を積んできたのだが。今このときの私はあや

ういまでに見え見えだった」（TA115）という描

写からは，ハリーの本物の気持ちが表れていること

が認められる。

ハリーは最後に次のように語っている。

Istood back from myselfand

lookedintoAmy・sface.Nooneelseonall

thisearthhadsuchfeatures.Thiswasthe

mostamazingthinginthelifeofthe

world.（TA116）

ハリーは，かつて自分を支えていたシミュラークル

としてのエイミ像と「この地球上に二人といない」

本物のエイミとの差別化を図っている。真正さの由

来となるアドレツキとの出会い，そして彼を介して

の「本物の」エイミとの再会を通じて，ハリーは，

「本物の」エイミ，「本物の」自分自身，「本物の」

恋愛，「本物の」彼の人生が，今まさにこの瞬間に

こそ存在していることを感じ取っている。だからこ

そハリーは，物語の最後で「本物の」エイミにプロ

ポーズするのである。これは彼が逃げていたエイミ
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というシミュラークルで成り立っている世界からの

脱却を意味する。ベローは自分の真正さと向き合い，

そのなかで生きるときのみこれらのものを得ること

ができるということを，人生の後半戦を生きるハリー

に，ひいては読者に実感させているとともに，そう

することのきっかけと勇気を与えているのではない

だろうか。そして，結末において，ハリーとエイミ

の恋愛の復活の暗示に止まったことは，このハイパー

リアルな世界の罠の巧妙さと恐ろしさを示している

のかもしれない。なぜなら，「ハイパー現実となっ

たのは，今日では現実そのものの方」（『象徴交換と

死』176）なのだから。

＊本稿は，第20回日本ソール・ベロー協会大会

（2008年9月10日 青山学院大学）における口頭

発表原稿に加筆修正を施したものである。
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